
 

 
 

2025年度大学コンソーシアムえひめ 

インターンシップ・プログラム実施要領 
 
 

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会 
 
 
 

 大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会は、愛媛県下の企業、自治体、団体等(以下企業・団

体)のご協力のもとに、愛媛県内５大学（愛媛大学、松山大学、松山東雲女子大学、松山東雲短期大学、

聖カタリナ大学）の学生に統一したルールの下でインターンシップカリキュラムを進めるプログラムを

作成しました。 

 本実施要領は、プログラム実施にあたっての必要事項をとりまとめたものです。プログラムにご協力

くださる企業・団体におかれましては、ご高覧のうえ、ご支援ご援助を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 
 

１．インターンシップの定義と意義 
 

(1)インターンシップの定義 

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会で運営するインターンシップの定義は、 

「学生がその仕事に就く能力が自らに備わっているかどうか（自らがその仕事で通用するかどうか）を 

見極めることを目的に、自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連した就業体験を行う活動。」 

とします。 

なお、次のようなものは対象外とさせていただいています。 

・研修内容が教育的プログラムとして適切でないもの 

（例）アルバイトで体験できること 

研修全日程がほぼ一種類の単純作業のみのプログラム 

採用活動に直結するもの（プログラムの中に採用試験が組み込まれているもの等） 

 

 

(2)インターンシップの意義 

インターンシップには、企業・団体，学生，大学それぞれについて、以下のような意義があります。 
 

① 企業・団体 

学生への認知度アップ，事業に若者の視点を取り込む，社内の活性化，大学との関係強化等，様々な

効果が考えられますが，組織の人材育成力を試す貴重な機会になります。                        

② 学生 

職場を知るきっかけ，就業意識の形成等，将来のキャリアについて研修を通して考える機会が持てま

す。また「大学ではできないこと」を経験することで「大学でしかできないこと」を再認識し，将来

に向けた学業についての意欲を高めるきっかけになります。                                    

③ 大学 

大学独自では提供できないキャリア教育としてインターンシップを実施できる。人材育成の産学連

携により，地域社会における人材供給機能をより高めることができます。 

 

２．対象学生 

  各大学のインターンシップに係る委員会等で研修が認められた者を対象とします。 



 

 

３．研修の期間 

  夏期休業中（８～９月）を標準とし、１週間(原則として 5 日間実働 30 時間以上)または２週間(原

則として 10日間実働 60時間以上)を実施単位として研修をお願いします。これらに該当しない場合は、

下記の事務担当までご相談ください。なお、実施期日は受入企業・団体と研修学生の面談にもとづき

設定することとします。 

 

４．タイプ別の運用にあたって 
※文部科学省・厚生労働省・経済産業省 ３省合意に基づくインターンシップ類型 

類型 内容等 対象学年 採用活動への活用 
タイプ１ 
オープン・カン
パニー 

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会では実施しない 

タイプ２ 
キャリア教育 

 
大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会では実施しない 

 
タイプ３ 
汎用的能力・専
門活用型イン
ターンシップ 

〇研修期間：５日間 
（原則として５日間
実働３０時間）以上 

〇インターンシップ
実施期間の半分を
超える日数を就業
体験に充てる 

〇就業体験を行うに
あたり、職場の社員
が学生を指導し、イ
ンターンシップ終
了後にフィードバ
ック 

大学院：１・２年 
 
四年制大学：３・４年 
 
短期大学：１年・２年 
 
 

 

あり 
 
取得した学生情報を３月以降は広報活動
に、６月以降は採用選考活動に使用できる。 
※ただし、９つの情報開示要件（以下）を
提示したうえで、それらを満たさなけれ
ば学生情報を使用することはできない。 
①プログラムの趣旨(目的)  

 ②実施時期・期間、場所、募集人数、選
抜方法、無給/有給等 

 ③就業体験の内容(受入れ職場に関する
情報を含む) 

 ④就業体験を行う際に必要な(求められ
る)能力 

 ⑤インターンシップにおけるフィードバ
ック 

 ⑥採用活動開始以降に限り、インターン
シップを通じて取得した学生情報を活
用する旨 (活用内容の記載は任意) 

 ⑦当該年度のインターンシップ実施計画
(時期・回数・規模等) 

 ⑧インターンシップ実施に係る実績概要
(過去２～３年程度) 

 ⑨採用選考活動等の実績概要 
※企業による公表のみ 

タイプ４ 
高度専門型イ
ンターンシッ
プ 

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会では実施しない 

 
原則、タイプ３での実施とします。また、研修期間につきましては、実働５日間以上でお願いしま

す。 
なお、実質的に就職説明会となる、いわゆる１DAY インターンシップなどは、本制度の趣旨と異な

るため、お断りしています。 
 

５．単位の認定、研修内容、研修条件、保険等 

  単位の認定、研修内容、研修条件について不明の点があれば、各大学のインターンシップ担当窓口

（別紙記載）にお問い合わせください。 

保険については、通常、研修学生に対して「学生教育研究災害傷害保険」および「インターンシッ

プ・教職資格活動等賠償責任保険」（略称「インターン賠」）等の加入を義務づけています。 

 

 

 



 

 

６．日程 

  インターンシップ部会では、５大学の学生に対してインターンシップ・プログラム日程表に準じて

行動するよう指導しております。貴企業・団体におかれましても、日程表にあわせて予定を組んでい

ただければ幸いです。 

  特に、合同説明会後、各大学は、学生より最終希望研修先の申込みを受付け、その「インターンシ

ップ研修申込書」を集約し、６月下旬に貴企業・団体へ送付いたします。以後、学生各自から面接日

時確認のご連絡をいたしますので、６月１８日（水）から６月２７日（金）の間に面接を実施してい

ただき、受入の可否を決定していただきますようお願い申し上げます。 

 

 ［各大学の授業日程］ 

*下記 URL にて授業日程をご確認ください。なお、夏季休業期間中も授業を行うことがあります。 

大学名 ＵＲＬ 

愛媛大学 https://www.ehime-u.ac.jp/campus_life/class-schedule/ 

松山大学 https://www.matsuyama-u.ac.jp/life/schedule/schedule/ 

松山東雲女子大学 

松山東雲短期大学 
https://college.shinonome.ac.jp/campus-life/event/ 

聖カタリナ大学 https://www.catherine.ac.jp/campuslife/schedule 

 

７．2025 年度 事務担当 

  本プログラムに関するご連絡・ご質問は以下にお願いいたします。 

松山大学 

担当：松山大学 井上、川本 

TEL：089-926-7137  FAX：089-923-8920  E-mail：mu-internship@matsuyama-u.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ehime-u.ac.jp/campus_life/class-schedule/
https://www.matsuyama-u.ac.jp/life/schedule/schedule/
https://college.shinonome.ac.jp/campus-life/event/
https://www.catherine.ac.jp/campuslife/schedule


 

2025 年度 大学コンソーシアムえひめ 

夏期インターンシップ・プログラム日程表 

 

日 程 事   項    （◇企業・団体サイド ◆大学サイド） 

3月 13日(木) 

14：00～16：00 
「 2025年度事業計画説明会 」 

4月上旬 

 

4月 21日(月) 

17：00 締切 

◆研修生の受入と｢受入プログラム合同説明会｣への参加の依頼文書等の発送 

 

◇研修生受入の有無と合同説明会参加の可否及び、インターンシッププログラム

の入力 

5月 24日(土) 
 

 

 

6月 16日(月) 

◇◆2025年度大学コンソーシアムえひめ夏期インターンシップ受入プログラム合

同説明会（オンライン開催） 

※別紙「夏期インターンシップ受入プログラム合同説明会の概要について」、 

「インターンシップにリモート形態を取り入れる場合の留意事項について」参照 
 

◆「インターンシップ研修申込書」を発送 

研修希望学生の「インターンシップ研修申込書」を、各大学から希望先の企

業・団体様にメールにて送付します。 

6月 18日(水)～ 

6月 27日(金) 

 

 

◇ 受入学生の決定：受入決定のための面接をお願いします。 

①学生が 6 月下旬に電話等にて面接予約をいたしますので、面接及び研修日程の確

定をお願いします。 

②面接後、受入の可否を「受入可否一覧表」にて各大学にメール添付でお知らせ下さ

い。※回答締切：7月 4日（金） 

③その後速やかに、受入決定学生の「研修承諾書」に署名の上メールにて、各大学

宛にお送りください。 

夏期休業中 

(8月～9月) 

 

 

 

 

◇ インターンシップ研修の実施 

①研修初日に、研修学生は「誓約書」「日誌」を持参します。 

②学生は毎日「日誌」を書きますので、確認の押印・コメント等をお願いします。

研修終了後、｢日誌｣は研修学生にお渡しください。 

③「インターンシップ研修評価票」に記入の上、研修終了後１週間以内に郵送に

て、各大学宛にお送りください。 

 

【 2025 年度大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会事務担当大学 】 

◆松山大学 教務部教務課               TEL：089-926-7137  FAX：089-923-8920 

 

 

＜各大学の担当者＞ 

◆愛媛大学 教育学生支援部就職支援課         TEL：089-927-9164  FAX：089-927-9181 

◆松山東雲女子大学・松山東雲短期大学 キャリア支援課 TEL：089-913-2610  FAX：089-931-6402 

◆聖カタリナ大学 学生部就職課            TEL：089-993-0731  FAX：089-993-0717 



 

 

 

夏期インターンシップ受入プログラム合同説明会の概要について 

 

主催：大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会 

共催(予定)：一般社団法人えひめ若年人材育成推進機構（ジョブカフェ愛ｗｏｒｋ） 

   

開催要項の概要は下記のとおりです。 

参加時刻等の詳細は、参加企業・団体確定後、参加企業・団体宛てに送付いたします。 

 

１．目 的 

「インターンシップ受入プログラム合同説明会」は、学生のインターンシップ事前研修の一環と位置付け、

就職に際しての職業観や就業意識の希薄さが指摘されている学生に対し、職業に関する体験教育の重要

性を認識させるとともに、学生が研修先を選定するための情報を収集することを目的とする。 

また、参加企業･団体の方々には、学生に直接、研修内容や心構え等についてご指導いただくとともに、

職場の魅力をアピールする機会としていただく。 

 

２．開催日時・開催方法 

（１）日 時： 2025年 5月 24日(土) 9：00 ～ 17：30（予定） 

（２）開催方法： オンライン開催 

 

＊大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会がホストとなり、各企業・団体にオンライン上の個別参加

枠（1 枠 20～30 分程度予定）を用意します。企業・団体は設定された参加枠に、職場等からオンライン上で

参加します。また、学生は自宅等から、話を聞きたい企業・団体をオンライン上で訪問します。 

 

３．当日の内容 

企業･団体による個別面談会とし、事業内容や受入プログラムの詳細についての情報確認の場とするととも

に、学生の自己アピールの機会とする。 

 

４．参加予定企業・団体 

「インターンシップ情報管理システム」を通じて、4月21日(月)17：00までに参加の可否をご入力ください。（期

限を過ぎますと、入力できなくなりますのでご注意ください。）  

 

※タイムテーブル等の詳細なご案内につきましては、参加表明をいただいた企業・団体様に 5月中旬を

目途にご登録いただいたメールアドレスにお送りさせていただきます。  



インターンシップに「リモート」形態を取り入れる場合の留意事項について 

 

  大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会 

 

 

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会では、別紙「2025年度大学コンソーシ

アムえひめインターンシップ・プログラム実施要領」（以下、「実施要領」）に沿ったプログ

ラムの作成をお願いしております。 

今年度、インターンシップ研修を実施いただく際に、リモート形態での実施（対面実施

とリモート実施のハイブリット型実施も含む）をご検討されている企業･団体の皆さまにお

かれましては、実施要領に記載の目的・意義と合致し、十分な研修効果が得られるような

プログラムをご作成ください。特に、実施要領に記載の研修期間・研修時間を満たしてい

るかご確認いただくとともに、リモート方式を取り入れることによって実際の就業形態か

ら大きく離れてしまわないようご配慮をお願いいたします。 

 

また、以下の留意事項についてもご確認いただきますようお願いいたします。 

 

◆受入プログラムへのリモート実施時間数・内容の明示 

 ・リモートでの実施が含まれる場合は、インターンシップ情報管理システムへの受入プ

ログラム登録時に、リモートでの実施時間数ならびに実施内容を明記してください。 

 ・対面実施からリモート実施に変更する可能性がある場合も、その旨を明記してくださ

い。 

 ※対面実施予定であったプログラムを、やむを得ない事情により急遽リモートに変更す

る場合は、速やかに参加学生に十分な説明をして下さい。学生によっては、単位修得

要件の関係で、日程変更等をお願いする可能性がありますことをご了承ください。 

 

◆学生に対するフォロー体制 

・リモート実施時における学生の勤怠状況を把握できるようにし、研修日誌への押印は

次回対面時にまとめて行うなどの工夫をお願いいたします。 

・リモート実施時にも、学生が受入担当者に質問・相談を常時できるよう、連絡体制を整

えてください。また、受入担当者からも学生にこまめに指導や進捗確認の連絡をとる

ようにし、例えばワークや課題を与えたまま学生を長時間放置するようなことがない

ようにしてください。 

・学生側の通信環境が悪い場合がありますので、例えば、音声のみの通信となった場合

にも研修が実施できるように、資料の事前配布などの対策も事前にご検討ください。 

・学生へのリモート実施時の服装の指示をお願いいたします。 

 

◆学生の個人情報の管理 

・リモート実施の場合、学生の各種個人情報（画像･音声も含む）が流出するリスクが対

面実施より高まります。厳重な管理をお願いいたします。学生の各種個人情報は、イ

ンターンシップ研修目的のみでの使用として下さい。 
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